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２００４～０５年

度も来週が最終夜間

例会となります。本

日は此の１年を振り

返って、話をさせて

いただきます。 
会長、幹事が最も緊張する例会は、ガバナー公

式訪問でしょうか。昨年８月１１日に渡邉脩助ガ

バナーをお迎えして、藤枝南ＲＣとの合同例会が

行われました。これに先立ち７月１４日、曽根啓

弌ガバナー補佐を迎えてクラブ協議会が開かれて

います。１０月３０日、３１日の２日間、熱海で

の地区大会に出席して参りました。１１月に入る

と２００５～０６年度副会長に桜井富郎君、副幹

事に後藤功君が指名され（指名委員会委員長望月

晃君）理事会で承認されました。更に１２月１日

の年次総会で、２００５～０６年度役員並びに理

事が決定して一安心しました。 
今年度の会員卓話は、一つ一つが大変味のある

内容の豊かなものばかりでした。 
８月１８日の「８／１５終戦その時私は」のテ

ーマで、江﨑友次郎君、櫻井龍太君、小西啓一君

が各々の立場での思い出を話されました。小西君

の食料難の話は、私自身の苦い思い出と重なって

身につまされました。 
１０月６日の職業奉仕委員会卓話は櫻井龍委員

長により職業奉仕についての分かり易い解釈を、

新しい規定の改定などと共に話されました。 

１月１９日、「東海地震について」というタイム

リーな話を青島彰君から、２月１６日は「ミュー

ジカルあれこれ」を、豊かな洞察力を駆使して村

松英昭君が話してくれました。 
３月２日は「ＢＳＥ（牛海綿状脳症）について」

と題して望月晃君より我々に安心感をもたらす卓

話をいただきました。 
４月６日の創立夜間例会での記念卓話は、クラ

ブ発足時からの会員４名の中のおひとり、水野義

猛君で、当時のエピソードなど大変貴重なもので

した。 
５月１８日は国際奉仕委員長仲田廣志君の「交

換学生受け入れについて」と題して＜ホストファ

ミリーマニュアル＞の解説がありました。８月下

旬にはブラジルからグラネロ君が来日します。現

在、ホストファミリーは２軒ですが、更に２家庭

のご協力を必要とします。よろしくお願いいたし

ます。尚１月２６日、２００３、８月～０４、７

月まで島田ＲＣの推薦でメキシコへ留学された青

少年交換学生岡部紗代子さんの卓話がありました。

日本ではとても想像もつかない貧富の差、場所が

変われば常識も変わる現実を、日本の中高生、大

学生も是非体験して欲しいと訴えられていました。

改めてクラブ会報をご覧いただきたいと思います。 
５月２５日の「歴史教科書について少し考えさ

せられました」と竹田勲君の話もまことに時宜を

得たもので、対中国、対韓国の歴史認識の相違を

勉強しなければと考えさせられました。 
ロータリーは、はじめに親睦がありと言われま



 

1626-2 

すが、親睦活動委員会も活発に行動しております。

退会されましたが片岡利碩委員長の実行力のおか

げです。８月１日、納涼例会で家族、夫人共々Ｓ

Ｌ特急で千頭へ、トロッコ電車で長島ダムへと出

かけました。１２月２２日クリスマス例会は、静

岡県庁東館２０Ｆレストラン「ファミーユ」で開

催、ジャズ演奏を楽しみました。行きの貸切バス

は渋滞に巻き込まれ、やきもきさせられました

が・・・。５月１１日には松葉義之副委員長のご

尽力で、愛知国際博覧会見学例会の運びとなりま

した。 
さて当クラブが対外活動として最も誇れるもの

にインターアクト活動があります。これは１月１

９日に２００５～０６年度インターアクト小委員

会委員長の委嘱状を贈られた青島克郎君の長年に

わたるご努力によるものです。昨年の今頃（２０

０４年６月１２日）は藤枝順心高校で地区インタ

ーアクト指導者講習会が開かれており、小生も会

を代表して挨拶して参りました。８月２・３日の

第３１回インターアクト年次大会には石垣善康イ

ンターアクト委員長が藤枝順心高校インターアク

トクラブ顧問佐野巌先生と部員５名と共に、富士

吉田市に出かけております。（詳細は８月４日の会

報に掲載）更にインターアクト海外研修が１２月

２３～２７日の５日、オーストラリア・ケアンズ

で行われました。青島地区副委員長が引率された

経緯は１６０９回例会に報告されています。 
さて今年は、チャーターメンバーでもあり亀さ

んと親しまれた橋本守君が退会され、大変淋しい

思いをしました。しかし、８月４日、望月俊昭君

が入会し、ソングのタクトを振る前のダジャレが

好評で、早くも「ダジャレの望月」のニックネー

ムを獲得したようです。当クラブでは望月姓にユ

ーモアの才能に富んだ方が多いようです。４月１

３日の会員卓話の望月志郎君も、その時の話の内

容から苦労人のような印象を受けました。ぜひ夜

の部で話をお聞かせ願えればと思っております。 

■幹 事 報 告            宮川 邦光君 
• 藤枝市国際友好協会より平成１７年度総会資料

が届いております。 
• 藤枝市緑をすすめる会より総会開催の案内が届

いております。 
• 藤枝市社会福祉協議会より役員名簿と、定款他が

届いております。 
• 藤枝市長より「蓮華寺池広場」のご案内が届いて

おります。 
• 藤枝市子どもと本をつなぐ会通信 No２０が届い
ております。 

■ 出 席 報 告         松葉 隆夫君 
本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

26／41 63.41％ 29／41 70.03％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
〇池ノ谷君 〇岩﨑君 〇小宮君 〇櫻井龍君 
〇杉山君 〇鈴木廣君 〇成瀬君 〇水野君 
〇村松宏君 〇松葉隆君 浅川君 板倉君 
鈴木舜君 仲田晃君 望月志君  
(２)メークアップ者 
水野 義猛君（藤枝南） 岩田規 君（藤枝南） 
杉山 静一君（藤枝南） 村松 宏一君（藤枝南） 
小宮 弘一郎君（藤枝南） 宮崎 啓之進君（藤枝南） 
櫻井 龍太君（藤枝南） 
■ ビ ジ タ ー                
河村 義夫君（榛南） 河村 武君（榛南） 
岡村 隆夫君（藤枝南） 

■ 外 部 卓 話              
前パキスタン国立現代語大学 
日本語学科教授兼日本語学科長  永江史朗氏 
シルクロード雑感 
１．はじめに 
アジア遍歴とそこ

での日本語教育 
（モンゴル、中国

－大連、マレーシ

ア、パキスタン） 
２．最後にパキスタンを希望した理由 
３．パキスタンの２年２ヶ月で遣り残したこと 
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４．シルクロード行で見聞したこと 
（１）新疆ウイグル自治区で聞いたこと 
ア．東トルキスタン分離・独立問題と武装

騒乱 
漢族の少数民族居住地への大量移住と

漢族への同化策 
イ．北京政府の引き締めと懐柔－複数のツ

アーガイド 
（２）パキスタン領ギルギットで見たもの 
ア．スンニ派とシーア派の抗争 
スンニ派偏重の教科書問題、幹線道路

の封鎖、シーア派リーダーの暗殺と報

復 
イ．イスラム法と復讐制度 
伝統的部族社会の倫理規範、最重視は

復讐の義務、揉め事の三大要因－金、

女、土地 
被害家族の男の真価が問われる、国家

主権の及ぶ社会では復讐の暴力は国家

裁判権に吸収される、イスラム文明に

おいては、うんま（イスラム共同体）

こそが強調され、国家観念は希薄 
５．注目したいこれからのアジア 
（１）中国のこれから－２００８年・五輪、２

０１０年上海万博 
（２）未開拓の大市場・インド－これからの１

０年 
（３）印パ関係の今後－もう戦争はできないし、

しないだろう 
 
 

（担当／桜井富） 


